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となる9）。表 1-9「白地石畳に将棋模様小袖」は寛文小袖であり時代が 17 世紀中ごろに遡る。また
表 2 修復参考資料の 1「浅葱地五枚笹柳桜模様縫箔」は 17 世紀前半に位置する能装束である。同






番号 作　品　名 表生地 染織技法 時代 所蔵先 修復裂 技法 修復年 備考 修復請負者
1 白綸子地流水楼閣風
景模様小袖
綸子 友禅 江戸時代 東京国立
博物館
表：綸子 並縫 1994年 全解体 共立女子大学
2 黒綸子地草木鶴亀幾
何学模様小袖
綸子 刺繍・金摺箔 江戸時代 東京国立
博物館
表：綸子 並縫 1999年 全解体 共立女子大学
3 納戸繻子地牡丹菊扇
面網目藤丸模様小袖
繻子 刺繍 江戸時代 東京国立
博物館
表：絖 穴繼 2001年 全解体 共立女子大学
4 紅縮緬地藤棚模様間
着
縮緬 刺繍 江戸時代 東京国立
博物館







麻 刺繍 江戸時代 東京国立
博物館




綸子 刺繍 江戸時代 東京国立
博物館



































縮緬 刺繍 江戸時代 東京国立
博物館








縮緬 友禅・刺繍 江戸時代 泉屋博古
館
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を行っていた（図 1-a）。基本的に作品の損傷状態により修復技法は使い分けるが 2001 年以降は，

















































元的修復の例として 17 世紀から 18 世紀制作「白綸子地桐樹模様小袖」（東京国立博物館蔵，修復



























図 4　修復後　浅葱地 5 枚笹柳桜模様縫箔　17 世紀（江戸時代初期）
































































 9）現代の着物は後身幅 30 cm 前後，前幅 24 cm 前後であり，反物幅は 38 cm 前後である。近世初期の小袖は
後身頃と前身頃の身幅が 38 cm 前後であり，反物幅が 40 から 42 cm 前後である。能装束においても身幅
は前後とも時代が古いものは 38 cm 前後で同寸であり，時代が下ると前幅は狭くなる。しかし 30 cm 前後
と現代の着物に比べると幅広の身幅である。反物幅は 40 から 42 cm 前後である。これらのデータは実物
資料の調査によるものである。
10）MarthaWinslowGrimm:“THEDIRECTORYOFHANDSTITCHESUSEDINTEXTILECONSERVA-
TIONResearchedbytheStudyGrouponThreadsAndStitchingTechniques”APublicationof the
TextileConservationGroup,Inc.NewYork,NewYork,1993
11）他の染織品保存修復従事者もカウチングステッチを主流に使用している。どのような経緯でこのステッチ
を用いられているか調査したことはないが，考えられることは，日本刺繍に「駒繍（こまぬい）」という技
法がある。これはカウチングステッチと同様の技法であるので，日本刺繍の技術が主流で始められた修復
所ではこれを応用して用いることは容易なことであると考える。「KIMONO小袖にみる華・デザインの世
界」女子美術大学美術館，2006，p.131。
12）この作品の修復報告及び，修復から得られた知見をまとめたものを以下に示す。田中淑江「白地石畳に将
棋駒模様小袖の考察― 修復過程で得た知見をもとに―」独立法人東京国立博物館「MUSEUM」
No.630，2011 年。
13）この作品の修復報告及び復元過程についてまとめたものを以下に示す。河村まち子・吉中淑江（田中）「浅
葱地五枚笹柳桜模様縫箔の復元について」共立女子大学家政学部紀要，1998。
14）河上繁樹「染織品の修理」日本の美術，至文堂，2004，p.68。
15）「紋縮緬地熨斗文友禅染振袖　修理報告」京都国立博物館，『学叢』，第 31 号，2009。
16）「平成 22 年度東京国立博物館文化財修理報告Ⅻ」東京国立博館，2012，pp.85-87。
17）この場合の復元修復という単語は後者の復元的修復と分けて定義している。復元修復とは，小袖を形成す
るすべてのパーツがそろっている，または一部が欠けていても模様表現は復元せず，地色を類似に染めて
オリジナルの形状に修復することを意味した。
18）14）に同じ p.71。
19）15）に同じ p.160。
―14―
近世小袖服飾に見る伝統的素材・技法に関する研究
20）14）に同じ p.72。
21）1999 年に京都国立博物館で行われた展覧会図録にはコンピューター・グラフィックや実物復元をされた小
袖が掲載されている。「特別展覧会　花洛のモード―きものの時代―」京都国立博物館，1999。また共
立女子大学にても作品修復の後，作品の復元を行ってきた内容を 13）に掲載している。さらに以下にも作
品の復元工程の記述有。栗原弘，河村まち子他「紅地観世水桐模様摺箔」共立女子大学家政学部紀要，第
27 号，1980。
